
陽子線照射即発 X線と即発ガンマ線同時測定 

Simultaneous imaging of prompt gamma photons and prompt X-rays during irradiation 

of proton beams 
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即発ガンマ線と即発 X 線イメージングは、陽子線治療において、体外からビーム形状を観察

でき、またビーム飛程を評価可能な有望な方法である。しかし両イメージング法ともに、臨床条

件下での画像化は現状困難であった。この問題点を解決するために、新しい X 線カメラとガンマ

カメラを開発し、臨床レベルでの治療計画ビームを含む陽子線ビームの同時測定を試みた(Fig.1)。 

その結果、テストしたすべてのビームについて、即発ガンマ線と即発 X線画像のビーム形状を

画像化でき(Fig.2)、飛程の評価も可能であった。今回、陽子照射時の即発ガンマ線と即発 X線同

時イメージングにより、両方法とも陽子線治療での臨床使用に有望であることを確認した。発表

では、これらの同時測定した時間変化動画なども紹介する。 

 

Fig. 1 開発した X 線カメラとガンマカメラを用いた、臨床レベル陽子線ビーム同時画像化模式図 

 

  

Fig. 2 開発した X 線カメラで撮像した臨床レベルにおける即発 X 線画像(左)と、ガンマカメラで

撮像した即発ガンマ線画像(右) 
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